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アカウントマスタ連携手順
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本資料の前提

2

CSVファイルを利用したアカウント情報の一括連携方法をご紹介

本資料では、設定に必要な必須項目のみ抜粋しご紹介
必須項目以外によく設定する項目は【アカウント設計ポイント】

全項目の設定方法は[アカウントマスタ連携ガイド]

－連携方法❶－

手動連携
－連携方法❷－

自動連携

https://doc.support-dreamarts.com/SmartDB/Document/MasterGuide/AccountLink/latest/account/interface/csv.html#csv_format
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－連携方法❶－

手動連携
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CSVファイルの種類

4

SmartDBは４種類の情報でアカウントが構成されています。

❶ユーザ情報

ユーザの

種別や基本情報の設定

❷グループ情報

組織・プロジェクト

情報の設定

❸所属情報

ユーザとグループ

情報のマッピング

❹組織ロール情報

各組織に紐づく

役割を設定

※CSVファイルは日時指定とプレビューのうえ、それぞれ個別にインポート可能
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CSV取り込みの手順

5

03.作成したCSVファイルを取り込む
CSVファイルの形式はUTF-8に設定

01.現状のCSVファイルを出力する

02.入力するCSVデータに書き換える
各4種類のCSVファイルの必須項目と注意点

※所属情報以外は差分更新となります
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1 現状のCSVファイルを出力する
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1.管理者アカウントでログイン
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2.システム管理画面に移動
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❶ 画面上にある自分の名前をクリック

❷[システム管理]を選択
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3. 管理画面からCSV連携の画面に移動
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❸アカウントマスタ連携＞CSV連携をクリック
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4. CSV出力を行う
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❹出力対象のCSVファイルにチェックし、

ログイン不能ユーザ・廃止グループの出力有無を選択
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2 入力するデータを書き換える
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❶ユーザ情報の編集
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ユーザ情報(users.csv)で指定可能な情報
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カラム名 利用用途 フォーマット 指定値 (例)

namespace ユーザの一意の識別キー
(namespace×idの組み合わせ)

半角英数-_* 任意 (会社名:da)

id 半角英数 任意 (社員番号:001)

type ユーザの種別(1:一般ユーザ) 1桁の数値 1

login_id ログイン時に利用するID(メールアドレス) 100文字以下の文字列
任意

(xxx@dreamarts.co.jp)

last_name(ja) ユーザの姓(日本語) 40文字以下の文字列 任意 (岡田)

first_name(ja) ユーザの名(日本語) 40文字以下の文字列 任意 (太郎)

last_kana ユーザの姓(かな) 40文字以下の文字列 任意 (おかだ)

first_kana ユーザの名(かな) 40文字以下の文字列 任意 (たろう)

sort_level アカウント表示時のソート順* 9桁以下の数値 任意 (1)

Lang 言語(ja:日本語,en:英語,zh:〇〇) 2文字の文字列 ja,en,zhより選択

time_zone 標準時間帯
+ or - から始まる4桁の

数値
※ 合計5文字

+0900

work_style
※カラムを追加した場合入力

必須

ユーザのワークスタイル
(1:未分類 2.正社員 3.休職者 4.内定者 5.出向者 6.

契約社員)
1~6 1-6 (2)

※必須項目のみ抜粋

ユーザ設定情報の詳細については[こちら]

https://doc.support-dreamarts.com/SmartDB/Document/MasterGuide/AccountLink/latest/account/interface/csv.html#csv_format_users
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❶namespace：namespace×idで一意のユーザを識別

例)グループ会社で利用の場合

社員番号が同様の場合もnamespaceが違いを識別する

※sys,insuite,smardbは予約語のため使用不可

(管理画面から直接作成したユーザのnamespaceはsmartdbとなります)

❷time_zone

セルの書式設定は「文字列」に設定する必要あり

[+0900]が正しいが、書式設定が数値となっている場合[900]という値になってしまう

ユーザ情報の注意点

14

namespace(会社名) id(社員番号)

da_okinawa(ドリーム・アーツ沖縄) 001

da_tokyo(ドリーム・アーツ東京) 001
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❷文書一覧画面のユーザ表示順❶アカウント選択時のユーザ表示順

【補足】ソートの利用イメージ

15

上長は一番上に表示するといった設定が可能です

ツリー表示

ソート順

選択時

選択後

※ソート番号が同じ場合、氏名(かな)順に表示されます
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【補足】ユーザのnamespace, id 確認方法
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表示されている付加情報がCSV連携で利用する

『namespace』および『id』です

❶ユーザー名をクリック

❷詳細項目をクリック
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❷グループ情報の編集
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グループ情報(groups.csv)で指定可能な情報
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カラム名 利用用途 フォーマット 指定値 (例)

namespac
e グループの一意の識別キー

(namespace×idの組み合わせ)

半角英数-_* 任意 (da)

id 文字列,半角英数 任意 (2000012)

group_type グループの種類(1:組織 2:プロジェクト) 1桁の数値 1,2のいずれか (1)

name(ja) グループ名(日本語) 100文字以下の文字列 任意 (営業本部)

kana グループ名(かな） 100文字以下の文字列
任意 (えいぎょうほん
ぶ)

sort_level アカウント表示時のソート順* 9桁以下の数値 任意 (1)

permit
プロジェクトの公開先(1.公開 2:所属者以外には非公
開)
(組織の場合は0)

1桁の数値 0,1,2, のいずれか (0)

path 組織のパス
/から始まり、namespaceとidの間に#を含

む
任意 (/da#2000000)

※必須項目のみ抜粋

グループ設定情報の詳細については[こちら]

https://doc.support-dreamarts.com/SmartDB/Document/MasterGuide/AccountLink/latest/account/interface/csv.html#csv_format_groups
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❶namespace×id：ユーザ情報と同様に一意の識別キーとして利用

※sys,insuite,smardbは予約語のため使用不可

(管理画面から直接作成したユーザのnamespaceはsmartdbとなります

トップ組織のnamespaceはsys、idは2000000となります)

❷path

namespaceの前に必ず[/]を入れること

※入力のイメージは次ページに記載

グループ情報の注意点

19
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【補足】ツリー構造とパスについて
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■ パスの構成例
株式会社AEデモ（sys#2000000）※トップ組織

|_ ドリームアーツ東京（smartdb#2000011）
 |_ カスタマーサクセス統括本部（aedemo#0012）
 |_ AEグループ１（aedemo#0013）
 |_ 協議先（aedemo#0014）

上記のような構成の場合、“協議先”のパスは以下となります
（/sys#2000000/smartdb#2000011/aedemo#0012/aedemo#0013）
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【補足】グループのnamespace, id 確認方法
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表示されている付加情報がCSV連携で利用

する『namespace』および『id』です

❶グループ名をクリック

❷詳細項目をクリック
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❸所属情報の編集
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所属情報(group_members.csv)で指定可能な情報
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カラム名 利用用途 フォーマット 指定値 (例)

namespace ユーザの一意の識別キー
(ユーザのnamespace×idの組み合わせ)

半角英数-_ 任意 (da)

id 半角英数 任意 (001)

group_namespac
e グループの一意の識別キー

(グループのnamespace×idの組み合わせ)

半角英数-_ 任意 (da)

group_id 文字列,半角英数 任意 (2000012)

attr

所属タイプ(ユーザがグループにどのように所属するか)
・プライマリ所属：primaryMember
・セカンダリ所属：secondaryMember
・所属グループ：primaryMemberGroup
・グループ管理者：groupManager
・上長：superiorPrincipal
・上長代行：superiorProxy

左記より選択 タイプより選択 (primaryMember)

※必須項目のみ抜粋

所属情報の詳細については[こちら]

https://doc.support-dreamarts.com/SmartDB/Document/MasterGuide/AccountLink/latest/account/interface/csv.html#csv_format_group_members
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❶affr(所属タイプ)を複数指定する場合

それぞれ別レコードとして記載する必要あり

例)プライマリ所属兼上長に指定する場合

※ユーザのnamespace×idと組織のnamespace×idの組み合わせを一意にする必要はありません

❷全体

所属情報CSVは、全件更新となるため既存の情報との整合性が重要となります

所属情報の注意点

24

組織[da001]にユーザ[da2000012]がプライマリ所属する

組織[da001]にユーザ[da2000012]がセカンダリ所属する
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❹組織ロール情報の編集
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【補足】組織ロールとは

26

各組織ごとの役割(=ロール)を設定できる機能です

第一営業部

株式会社ハンズオン

課長

部長

第二営業部

課長

部長

1. 部門共通の役割を定義 2. 定義された役割に担当者を設定

課長

予算管理担当

部長

本部長
予算管理担当

予算管理担当
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【事前設定】組織ロールのラベルを設定
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組織ロールの「ラベル」を編集

❶ 「組織ロール設定」

をクリック

❷ 組織ロール1を「予算担当者」を設定

組織ロールの

名前は全組織共通となります
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組織ロール情報(group_roles.csv)で指定可能な情報
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カラム名 利用用途 フォーマット 指定値 (例)

namespace 組織の一意の識別キー
(ユーザのnamespace×idの組み合わ
せ)

半角英数 任意 (da)

id 文字列,半角英数 任意 (2000000)

groupRole1~8 各組織ロールに指定するユーザ
・ユーザのnamespaceとidを#で連結
・複数設定の場合、値を“”で囲み、[,]で区切
る

任意
(“da#001”,”da#002”)

※groupRoleに関しては必須項目ではありませんが、

組織ロール情報を設定する上で必ず必要なカラムとなるため記載しています

組織ロール情報の詳細については[こちら]

https://doc.support-dreamarts.com/SmartDB/Document/MasterGuide/AccountLink/latest/account/interface/csv.html#csv_format_group_roles
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3 作成したCSVファイルを取り込む

29
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1. CSVファイルの形式を確認

30

必ずUTF-8にて保存

Shift_JISにてCSVファイルを作成した場合、

旧字体漢字が文字化けしてしまいます



©DreamArts Corporation. 

2. 切替日時などを指定しアップロード
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全種類のCSVファイルをアップロードしなくても取

り込むことが可能です

❶取り込むCSVファイルをアップロード

❷文字コード、付加情報(namespace)の指定、

切替えのタイミング、招待メールの送信有無を選択
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3. 予約マスタ確認モードで反映内容を確認

32

❶

❷

❸

予約したCSVファイルの反映後の画面を

プレビュー表示する事が可能です。

組織やプロジェクトは「グループ階層表示」から

階層形式で確認することをおすすめします。
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4. 正常にCSV入力ができたことを確認
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CSVに問題がある場合は

エラーが表示されます

予約をやめる場合は

このボタンをクリックします
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－連携方法❷－

自動連携
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アカウント自動連携の流れ

35

03.加工したアカウント情報をSmartDBに入力

01.人事マスタからアカウント情報を出力

02. SmartDBのアカウント情報にマッピング

本内容はITに関する知識や経験がある方向けです。
連携に必要なプログラムは開発が必要となります。
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1. 人事マスタからアカウント情報を出力

36

人事マスタからアカウント情報を出力するAPIを定期実行

事前にトークンを発行しておき、

１日１回程度、定期的に出力する

人事マスタ出力指示プログラム

API

出力

アカウント情報

マスタ側にAPIがあるのか、トークン等が用意されているのか要確認
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2. SmartDBのアカウント情報にマッピング

37

取得アカウント情報を既定のCSVファイルに自動変換

必要な項目等の詳細情報はアカウントマスタ連携ガイドをご覧ください。

SmartDB が受け取れる形に変換

取得時の形式

SmartDBが
取り込み可能な形式

加工

変換
プログラム
(ETLツールも可)

人事マスタの情報をSmartDB取り込み用のフォーマットに整理

https://doc.support-dreamarts.com/SmartDB/Document/MasterGuide/AccountLink/latest/account/index.html
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3. 加工したアカウント情報をSmartDBに入力

『システムトークン』で公開APIを利用し、CSVデータを適用

こちらから実際のサンプルプログラムを参照ください。

アカウント情報を

入力するAPIを利用

API入力指示
プログラム

「システムトークン」は事前にSmartDB システム管理画面から発行

38

https://github.com/DreamArts/SDB-Account-Import-Sample
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• Java

• .Net Framework

• PowerShell

• Node.js（TypeScript）

• サーバOSのタイマー

cron、タスクスケジューラー

• 運用管理ソフト

JP1 ...

• Timer trigger
(Azure Functionsの仕組み)

実行環境例

39

社内オンプレ クラウド

Azure Functions 等 FaaS を利用

プログラム言語

実行のトリガー
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自動連携と手動設定の平行運用時のすみ分け

40

CSVファイルの項目「namespace」ですみわけることで、

自動連携の影響なく運用可能

アカウントの種類 namespace

人事マスタから自動連携
jinji ※任意のローマ字で設定可能
(API利用時にnamespaceの指定が必須)

手動で設定
smartdb
(デフォルトで設定)



©DreamArts Corporation. 41

よくあるご質問
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Q アカウント情報の更新のキーは何か

キーとなるのはnamespace + id 。キーが一致していれば他要素の情報は変更可能A

Q CSVにてidを指定したい場合の採番は登録者が行うのか

idはCSV登録者が行う。その際同一namespace内で一意である必要があるA

Q idを設定する上でのルールや制約、他社ではどうしているのか

idは半角英数で、ユニークであることが条件。他社では社員番号を利用することが多いA
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Q CSV入力で一括登録した場合、環境に反映されるのはいつになるなるか

CSVでSmartDBに入力した時点で、未ログイン状態でもアカウントとして認識されるA

Q 所属情報CSVは全件記載必須だが「記載のない」の定義とは

「記載のない」とはmember_groups.csvを画面から取り込んでいる際に

取り込んでいるCSVに所属情報がないものA

Q 所属情報なしでユーザCSVインポートした場合どうなるのか

既存ユーザの情報を更新する場合は所属情報は変わらずユーザの情報のみ更新される

新規でアカウントを追加する場合、所属情報がないためTOP組織に追加される
A
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Q
ユーザCSVと所属情報CSVを指定して登録した場合、所属情報に含まれていない既存

の情報はどうなるか

既存の所属情報は消えるが、そもそも所属情報として正しくない場合

(存在しない組織IDを指定しているなど)はエラーになり取り込めないA

Q CSV入力の際、所属情報CSVのみを指定して登録することは可能か

所属情報CSVのみ登録可能A

Q
登録済管理画面から namespace と id を変更した場合、

過去の文書の権限は引き継がれるか

過去権限は引き継がれるA
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Q CSV連携するにあたり、避けたほうがいい時間帯などはあるか

CSVインポート時に多少CPUリソースを使うため、サーバへのアクセスが集中する時

間帯は避けた方が良い（朝の業務開始時間帯など）A



https://www.dreamarts.co.jp/
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